
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校でいちばん「躍動」すべきは生徒会活動

だと考えます。生徒が自ら考え企画し実行し、

自分たちの生活を向上させる。学校ごとに特色

ある活動が展開されます。しかし少子化が進み、

放課後の子どもたちは多くの役を兼任し、大変

忙しくなりました。部活動、係活動、学習会…。

少しずつ活動が固定化し例年決まった活動を繰

り返すようになってきました。そんな中、野田

生中生徒会は様々な活動において、去年をなぞ

ることはせずに、また、新たな活動にも臆せず

取り組んでいます。 

２０日（金）に今まで「いじめ撲滅集会」と

して活動してきた行事を１歩前に進め、「生徒

会集会」として進化させたのです。いじめはや

めよう、という活動がいじめゼロの本校には物

足りなく、人間関係においてもっと本質に迫る

ため、「仲間のことを深く知る」ことをねらい

としました。これまで取り組んできたピア・サ

ポート活動を活用し、今の自分たちにできる、

自分たちにしかできない集会を作り上げまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回彼らの素晴らしい点は、 

 

１．「脚下照顧
きゃっかしょうこ

（足元を見て顧みること）」 

自分たちの現状を把握していること。 

２．自分たちで今必要なことを考え、実行に移

したこと。 

３．仲間を深く知ることを「楽しむ」活動で実

施したこと。 

 

この３点です。そして限られた短い時間の中

で準備をすすめました。当日朝に生徒会長に活

動の過程を伺うと、とても明るい笑顔で話すの

です。彼女の笑顔が仲間を深く知るときに皆を

照らすのだなと深く感動しました。 

 彼らの１歩は４月から９か月間もかけて身に

つけた力によるものです。生徒会３役が仕掛け

た大きな１歩に心から敬意を表します。 

 生徒たちが着実に成長していることを目の当

たりにして、あらためて保護者、地域の皆様の

ご支援に心より感謝申し上げます。 

 皆さま佳いお年をお迎えください。 
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令和８年度の野中祭は「笑顔満祭～みんなで創る

青春～」のテーマの通り、参観していただいた皆様

と生徒たち本人を笑顔することができた教育活動と

なりました。 

平和学習発表では、被爆地広島を訪れ、平和記念

式典に出席した貴重な体験を伝えてくれました。原

爆被害の無残さ、恐ろしさ、二度と起こしてはなら

ないという思いを伝えてくれました。少年の主張、

総合的な学習の発表では、調べたこと、感じたこと

を聞き手に伝わるようにまとめて発表することがで

きていました。 

音楽部発表は、自分たちも楽しみながら音楽の楽

しさを存分に伝えてくれました。全校合唱は、１７

名のハーモニーが美しく響いていました。 

地域の方を楽しませようと企画した、生徒会企画

の縁日では大人も小学生もゲームとお化け屋敷での

恐怖体験を楽しんでいました。演劇では、笑いを誘

うユーモアを随所に発揮していました。 

有志発表では、旅行企画、バンド演奏、リコーダ

ー、ダンスと「好き」を思いっきり表現し、参観し 

ていた方々を楽しませてくれました。 

野中祭は、全校生徒が責任ある役割を持ち、自

由にアイデアを出し、実行することで、自主性、

協調性、創造性を高めることを目標に発表にして

いました。特に計画し、準備過程において数人で

協力しあい、試行錯誤しながら「もの」「表現」

を作り上げていく力は、これからの社会を創る生

徒にとって必要とされる力です。当日の表現する

力とあわせて身につけた力をこれからの様々な場

面で生かしてほしいと願います。 

野中祭当日は、八雲町教育委員会教育長 西田

浩人様をはじめ来賓の皆様、保護者・地域の皆様

から生徒たちへ最後まで温かい拍手とお声がけが

ありました。おかげで、令和８年度野中祭で生徒

たちがみせてくれた青春の１ページは、彼らにと

って、学校にとっての素晴らしい歴史として記憶

に刻まれました。 

これからも、本校は生徒に必要な資質・能力を

育む教育活動に取り組みます。保護者、地域の方

々には変わらぬご理解、ご協力をお願いいたしま

す。 

野中祭終了後に

全校生徒で記念

写真を撮りまし

た 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ見逃しゼロの徹底 

９月に実施した「第２回いじめアンケート」の

結果について、概要を報告します。 

 

⚫ いじめ認知件数：第１回に引き続き、第２回

も 0件となりました。 

⚫ 相談カードの周知：「子ども相談支援センタ

ー電話相談紹介カード」の認知率が１００％

に上昇しました。 

⚫ 基本方針の理解：「学校いじめ防止基本方

針」の内容に対する理解度が向上しました。 

 

いじめの認知件数ゼロという結果に安心するこ

となく、いじめの見逃しゼロを徹底します。今後

も、表に出にくい小さなＳＯＳを見逃さないため

に体制づくりを継続します。 

特に、昨年度から実施した複数担任制を生かし

て、複数の目で生徒の様子を見ていくことを徹底

します。いじめに限らず、困ったことや悩みがあ

る時は、１２名の職員の誰にでも遠慮せずに相談

をしてほしいと思います。 

また、複数の教職員による道徳授業の充実や、

日常的な異学年交流活動、そしてピア・サポート

活動を一層充実させます。それらの取組により、

孤立を防ぐ温かい集団環境の構築を目指します。 

今後も「いじめ見逃しゼロ」を目指して全職員

で取り組みます。ご家庭でもお子様の様子で気に

なる点がありましたらご相談ください。 

 

学習を充実させる１０月に 

１日（木）生徒会立会演説会 前期中央委員会⑤

２日（金）全校朝会 英語検定②   

５日（月）ＣＳ１日防災学校   

６日（火）放課後学習会 

７日（水）学力テスト総合（３年生）  

ＣＳ稲刈り体験（１・２年生） 

 ８日（木）移動図書 

      ＩＣＴ公開授業（２年生） 

 ９日（金）前期終業式   

１３日（火）後期始業式 任命式 

      スクールカウンセラー来校 

１４日（水）後期専門委員会①  

１６日（金）函館本通中との遠隔道徳（２年生） 

１９日（月）生徒総会リハーサル 

２０日（火）Ｇｏｏｇｌｅ対面学習（２年生） 

保育実習（３年生） 

放課後学習会 

２１日（水）生徒総会   

２２日（木）食育授業（じゃがいもの調理） 

２３日（金）スポーツＤＡＹ 漢字検定②   

２５日（日）八雲町文化祭芸能発表会（音楽部出演）  

２６日（月）校内授業研（２年生５時間授業） 

      １・３年生給食あり４時間授業 

２７日（火）放課後学習会 

３０日（金）職場体験（２年生）   

平和への誓いを新たに 

９月２６日（土）の野中祭では、平和学習発表

会がありました。２年Ａ組の○○さんが、８月５

日から３日間、八雲町平和学習事業広島派遣団と

して学習したことを報告しました。○○さんはス

ライド資料を使いながら、目で見て肌で感じた経

験を真剣な面持ちで発表していました。 

 

平和学習発表の様子 平和の象徴、折り鶴の飾り 

１０月の主な予定は下記の通りです。コミュニ

ティ・スクール（ＣＳ）の防災学校（５日）や、

稲刈り体験（７日。予備日は９日）など、地域の

小学校と一緒に学習する機会があります。稲刈り

体験については、学校運営協議会での意見を受け

て、今年度から中学校も参加します。 

また、授業に関わっては函館の中学校とのオン

ラインで合同授業（１６日）や、ＩＣＴを活用し

た公開授業（８日）、校内の研究授業（２６日）

などが続きます。生徒の学力向上を達成するため

に、学校を挙げて授業改善に取り組みます。 


